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テカールのはりかた
1貼 りたいマークを台紙,ヽ らt■ り抜きます
2デカールをぬるま場に10秒ほど曼してから
タオル等の布の上におきます
3台紙の|ま しを手て持ち 説明図て■示さたた
爆所 = 

マークをスライ トさせてモテルの上に

移して下さ ■

,指に少し水をつけてマークをぬらしなから
正しい位置にすらします
6柔ら,い布で,カ ール内■の気泡を押し出し
なから おしつけるようにして水分を取ります

憲 |

ノースアメリカン

「

86セ イバーは西側諸国で初めて後退嬰を

装備した実用シェット機であり 航空自衛隊初のシェッ ト
戦闘機として配備されたのもこのF86セ イバーである
朝鮮戦争ではM9'5に 対抗して[型～F25型 F30型 と改良
を加えられ投入され朝鮮戦争後期にはMqを圧督1討 空権を

“
し国連軍を優位に薔いた
F86F40は 30の 63ウ ィングに[型 まで装備 していた前録
スラットを復活 し 興端を20イ ンチ延長したものて高空性能
が一段と改善された

通称 「ハチロクJあ る0ヽ ま
'セ
イバー,と呼ばれ規 しまれて

いたが正式名称
`旭
光1は定着することはなかった

昭和
=0年
12月 にF86F30,7機 配備されたのを度切 りに

昭和31年 から三菱■■でライセンス生産が始まり
昭和57年 3月 に退役するまで27年にわたり米軍供与機を含め
通算435機が航空自衛隊の主力として日本のl●空に従事 した
また その軽快な運動性能にな目し アクロバ ットテーム
「フルーインバルスJの機体としても採用された
このように活躍したtイ バーは往年の航空フアンには忘れる
ことのできない機体となつている

J各型諸元
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品国

Parts

回路尚□
□ⅨШ□

2MCT‐009



● コックビット、胴体の組み立て
Fuselage assembly

フラットブラック
Flat tlack

′

′
′ 8～ 109
′30
ジンクロタイプ1 クレオスNo351
′40
グレー クレオス N●73
9にy

0尾翼の組み立て
VVings insta‖ at on

0エアープレーキ、
Ta‖ insta‖ at on

臼 エアープレー■を開じる場合は A5,A6は使用しません
Not use A5 and A6、 ″hen closed,

シンクロタイプ1

0エアーインテーク、シー トの組み立て
Ai「 intake&Seat nsta‖ alon
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0主翼、脚カバーの組み立て
Wings insta

シ′レ 一ヽ
S Ner

前後脚の取り付け
Undercar「 lagOs

フラットブラック
Ftt bb改installation

0燃料タンクの組み立て
Fueltank assembly

B3

0燃料タンクの取り付け
Lower fuselage installat on

0キャノピ
Canopy ins●
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●塗装とマーキング Panlngttp口 y Decaに

F・86F・40 SABRE航空自衛隊 ¨」A S D FⅢ Pan・ 1
※機体色 :シルバー

こ第31航空隊第 3飛行隊 (三沢彗地 )

クロームシルバー
Chr● m● J vo`

レ
た

ライトグレー
色9ht g`Oy

,第 3航空隊第8飛行隊 (小牧基地)

第81航空隊第3飛行隊棟はレットに
nる

ライトグレー
ロ9ht gr●y

0第 4F■空隊第9飛行隊 (入間基地)

第 8m空 隊第 3飛行厳機は レッ トに
塗る

クロームシルバー
Chrome,ve,

0数字はデカールの番号です.

”
一
、
」

レット
Rod
‐`
28‐
´

レット
R● d

ライトグレー
[ght 9r●y

ライトグレー
[19ht 9`oy

―も
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